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吉野 智  PwCコンサルティング合同会社 

 

 
 

A. 研究の背景 

障害福祉サービス事業等において、障害当事者が

職員として雇用され、地域移行や地域生活の支援に

かかわることは、当事者主体の実践を促進する重要な

取り組みである。その一助となる仕組みの一つが、障

害者ピアサポート研修事業である。 

本研究事業「障害者ピアサポート研修の実施内容

の検証及び更なる効果的な実施方法の確立に向け

た研究」は、自治体が障害者ピアサポート研修事業を

より効果的に実施できるよう、2020 年度より各自治

体での開催が開始された障害者ピアサポート研修の

カリキュラムについて、改善点をとりまとめ、提案を行う

ことを主な目的としている。 

障害者ピアサポート研修事業は、これまで障害者自

身や関係者の尽力により、全国各地の自治体で広く

実施されるに至っている。さらに、多くの研究協力者の

支援を得て、代表研究者の岩崎、分担研究者の宮本は、

障害者ピアサポート研修事業が効果的に運用されること

を目指し、以下のような取り組みを進めてきた。 

（１）障害者ピアサポートの専門性を高める研修の開発 

実際にピアサポーターとして、あるいは当事者運

営組織で活動する障害当事者（以下、当事者）と

協働し、「障害者ピアサポートの専門性を高めるた

めの研修」の開発を行ってきた。この研修は、基礎

研修、専門研修、フォローアップ研修で構成され

（岩崎ら, 2017）、現在の障害者ピアサポート研修

事業においてもその枠組みが活用されている。 

（２） 研修テキストおよび養成プログラムの作成 

基礎研修、専門研修（精神障害版）、フォローアッ

プ研修（精神障害版）のテキスト、ならびに基礎研

修のわかりやすい版テキスト、講師・ファシリテータ

ー養成プログラムが作成された。特に、ファシリテー

ター養成においては、研修の目的、ピアサポートの

理解、ファシリテーター概論、ピアサポート研修特有

のファシリテート技法、グループワーク運営、研修運

営や講座設計、研修まとめの項目を取り扱うことが

重要であることが示されている（岩崎ら, 2019）。 

（３） オンライン研修・ハイブリッド型研修の試行 

COVID-19 の影響を受け、当初対面を前提に

設計されていた研修を、オンラインやハイブリッド方

式で実施する方法が試行された。これに関して、感

染リスクを下げつつ移動負担を軽減できる利点、対

面グループワークの重要性が報告されている（岩

崎ら, 2021）。 

（４） 合理的配慮と運営ガイドブックの整備 

多様な障害のある人たちが参加しやすいよう、合

理的配慮に関する指針がまとめられ（岩崎ら , 

2023）、また、自治体が障害者ピアサポート研修

事業を円滑に運営できるよう、「障害者ピアサポー

ト研修事業ガイドブック」が公開された（岩崎ら, 

2024）。あわせて、研修シラバスや障害統合版の

専門研修・フォローアップ研修テキストも作成されて

いる。 

 

こうした取り組みがなされる中、障害福祉サービス

等報酬改定では、ピアサポート体制加算およびピアサ

ポート実施加算が導入された。障害者ピアサポート研

修の受講は、これら加算の要件となっていることから、

効果的な研修の実施はますます重要になっている。 

現在、加算要件に含まれるのは、基礎研修および専

門研修であり、フォローアップ研修は必須ではない。し

かし、障害者ピアサポート研修は基礎研修・専門研

研究要旨： 

本研究は、自治体が障害者ピアサポート研修事業をより効果的に実施するために、２０２０年度より開始さ

れた障害者ピアサポート研修の研修カリキュラムの改善点をとりまとめ、提案を行うことを主な目的としてい

る。中でも本分担研究は、フォローアップ研修に焦点を当てる。厚生労働省の「障害者ピアサポート研修事業

実施要綱」に示されているフォローアップ研修をどう位置付けるのかを検討するための材料とし、今後の障害

ピアサポート研修事業の推進に寄与することが目的である。 

分担研究として、２０２５年度は、研究協力者によるフォローアップ研修の方向性の検討を行い、フォローア

ップ研修のシラバス案を作成した。 

特に、フォローアップ研修が、ピアサポーターの専門性を担保し高めると共に、質の高いピアサポート活動

の取り組みが続けられていくための仕組みとなることを意識して検討がなされた。 

本研究は、さまざまな障害を有する人々やその所属団体、自治体など多くの関係者の協力を得て行った。 
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修・フォローアップ研修の一連のプロセスとして設計さ

れた経緯があり、フォローアップ研修の受講によって学

びがさらに深まることが期待されている。 

一方で、予算面などさまざまな要因から、フォローア

ップ研修を十分に開催できていない自治体が存在す

ることも把握されている。 

このため、本研究では、障害者ピアサポート研修の

うち、特にフォローアップ研修に焦点を当て、その意義

や現状について整理することとした。それに加え、基礎

研修、専門研修のカリキュラム見直しに合わせてフォ

ローアップ研修のカリキュラムも見直し、効果的な障

害者ピアサポート研修が開催されるための検討材料

とすることとなった。 

２０２４年度に引き続き、２０２５年度も、障害者ピア

サポート研修に関わっている身体障害領域、精神障害

領域、高次脳機能障害領域、難病領域の障害当事者

や支援専門職者に現行のフォローアップ研修に対す

る意見を聴取して集約した。また、２０２５年度は、これ

らをもとにフォローアップ研修の位置づけについて検

討し、カリキュラムの見直しに関する方向性を示す目

的で、講座計画（シラバス）の案を作成した。 

 

 

B. 研究目的 

本研究の目的は、自治体が障害者ピアサポート研

修事業をより効果的に実施できるよう、特にフォローア

ップ研修に焦点を当て、その位置づけや意義を検討す

ることである。 

 

 

C. 方法 

(1) 障害者ピアサポート研修に関わってきた研究協

力者からのフォローアップ研修に関する意見の

収集 

障害者ピアサポート研修に関わってきた身体障害

領域、精神障害領域、高次脳機能障害領域、難病領

域の障害当事者や支援専門職者である研究協力者

にフォローアップ研修についての意見を収集した。 

具体的には、フォローアップ研修の研修内容を掲示

し、それらの個別項目あるいは全体に対して自由に意

見を記入してもらう、または会議の際に口頭で述べて

もらう形式とした。記入は、分担研究者の準備したオン

ライン上の書き込みシート、あるいはエクセルファイル、

あるいはメールの、いずれでも回答者が便利なものを

選択して記入してもらった。欄の大きさや把握のしやす

さを考慮し、障害領域ごとに書き込み欄を用意した。

意見は、個人の回答でも、とりまとめて回答でもどちら

でも構わないと伝え記入を依頼した。 

２０２４年度の研究期間であった２０２４年８月から

開始し、その後２０２６年３月の会議まで、いつでも自

由に意見が追加された。 

これらの書き込みを参照しながら意見交換を行う

会議を重ね、これまでのフォローアップ研修の進行表

も参考にしつつ、研究者がシラバス案のドラフトを作

成した。さらに、このシラバス案に対して追加の書き込

みや意見交換を重ねた。こうした検討過程を通して、フ

ォローアップ研修のねらいや対象、研修に含むべき内

容、講座内容案を精査し、本報告書に記載する最終

的なシラバス案を作成した。 

 

 

D. 結果 

身体障害領域、高次脳機能障害領域、精神障害領

域、難病領域の全ての障害領域からフォローアップ研

修に関する意見を得た。障害領域によっては意見を取

りまとめての回答もあれば、個人が自由に書き込んだ

回答もあった。 

２０２４年度に得ていた意見の論点が整理され、２０

２５年度は特に、フォローアップ研修の位置づけや、フ

ォローアップ研修でねらいとされることについての議

論が深まった。 

 

(1) フォローアップ研修のテーマ 

フォローアップ研修はどのようなことを目指す研修

なのか、フォローアップ研修の受講者としてどのような

方たちを対象とするのかの議論がなされた。 

議論の結果、フォローアップ研修では、「ピアサポー

ターとして働き続ける／活動し続ける」、「質の高いピ

アサポートの取り組みを継続する」がテーマとなると

の共通見解が形成された。 

 

(2) フォローアップ研修の対象者 

また、フォローアップ研修の参加者としては、本来、

基礎研修、専門研修を受講し終えてピアサポーターと

して活動している方々をフォローアップするということを

想定しているものの、全員がピアサポーターとして活

動できているとは限らないことや、この研修の性格か

らして、基礎研修、専門研修を修了していること以外

の要件を規定することはできないことが話し合われた。 
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ただし、要件を規定することはできないまでも、今後

フォローアップ研修の研修内容のテキストを作成する

際には、ピアサポートに携わった経験のある人を想定

してテキストが執筆されることは重要であるとの意見

があった。 

 

(3) 研修の内容 

上述したフォローアップ研修のテーマや対象者を考

慮し、またこれまでのフォローアップ研修で行われてき

た講座内容に運営者・講師・ファシリテーターなどさま

ざまな立場から関わってきた研究協力者らの振り返り

から、フォローアップ研修で目指すべき内容として、以

下の４つが挙げられた。 

(ア) ピアサポーターが、実践の中で生じる葛藤や

課題を一人で抱え込まず、言語化し共有でき

るようになる 

(イ) ピアサポート活動を支える協働・組織のあり方

を理解し、実践に活かせるようになる 

(ウ) ピアサポーターおよび管理者が、活動を「続け

る」ための工夫を自分の現場で考えられるよう

になる 

(エ) 地域においてピアサポート活動を継続・発展さ

せる視点を持つ 

 

そして、具体的に入れると良い講座として、以下のよ

うなものが挙げられた。 

① これまでの研修の振り返りとフォローアップ研修の

ねらい 

② ピアサポーターとして［ピアサポーターと共に］働い

ての課題・葛藤・喜び 

③ 障害特性（今後の支援活動に活かすために） 

④ ピアサポーターとしての効果的なコミュニケーショ

ン技法 

⑤ 働き続ける［活動を続ける］ために 

⑥ ピアサポート活動を地域で続ける・交流する・広げ

るために 

 

なお、それぞれの講座について留意すべきことが議

論された。その内容を以下に示す。 

 

① これまでの研修の振り返りとフォローアップ研修の

ねらい 

⚫ フォローアップ研修のテーマや行おうとしてい

ることを研修開始時に伝えることは重要 

⚫ 研修内の各講座の冒頭にも、それまでの講座

とのつながりを伝えるとよいだろう 

⚫ R3版シラバスでは要綱には提示してないと注

意書きした上で「ピアサポートの理解」の前に

「オリエンテーション」を配置している。「振り返

り」に研修自体についての説明を入れるか、あ

るいは、要綱外の時間で説明するか、基礎・専

門・フォローアップで統一した方が良い 

 

② ピアサポーターとして［ピアサポーターと共に］働い

ての課題・葛藤・喜び 

⚫ 実際にピアサポーターとして活動して体験する

葛藤についても取り扱うことは重要。 

⚫ 活動して葛藤だけではなく、喜びなどについて

も共有できるとよい 

⚫ ピアサポーターだけでなく、ピアサポーターと

共に働く管理者も、葛藤や喜びについて話し

合えるとよい 

 

③ 障害特性（今後の支援活動に活かすために） 

⚫ 障害特性は、基礎・専門の類似コマとの住み

分け（狙いの説明）が重要。 

➢ 現行では障害特性の後に演習がないた

め、「聞きっぱなし」になりやすい。演習の

必要性が議論された。 

⚫ 基礎／専門／フォローアップの住み分けの整

理案： 

➢ 基礎（さまざまな障害領域）：ピアサポー

ト活動の多様性に触れる 

➢ 専門（リカバリーストーリー）：葛藤やつら

さからの変化の兆し等、リカバリーストー

リー 

➢ フォローアップ（障害特性）：支援する上

で、各人の主観的な困り感・生活のしづ

らさの違いを学び、思いを馳せる 

⚫ 方向性： 

➢ 自分の領域以外の障害・困りごとの多様

性を知り、支援に活かす（主観的な困り

感／生活のしづらさへの理解） 

➢ 「障害名で判断しない」で、共通する生き

づらさ等に目を向ける視点も有用 

⚫ 留意点： 

➢ 「全ての障害領域を完璧に理解すべき」

という誤解を生まないよう、“知らないこと

がある”という謙虚さも大事。 

➢ 自分だけで完結せず、必要時に専門機

関・他者と協働する姿勢を育てたい。 

➢ さまざまな障害領域の登壇者に語っても

らうとよい。その際に、この講座のねらい

（今後の支援活動に活かすこと）を伝え、

基礎研修の狙いとは異なることを運営企
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画委員が理解しておくと同時に、登壇者

への依頼時にも伝える必要がある 

➢ 登壇者の語りによる「障害」が、医学モデ

ルによる障害（機能障害）か、あるいは、

社会モデルによる障害なのか、受講者に

伝わりやすく説明されると良い 

➢ 障害の「困りごと」は具体的な課題や悩

みを連想させるが、そこから起因するライ

フステージへの影響についてもこの講義

で取り上げられると良い。「生きづらさ、困

りごと」などと表現することもありえる 

⚫ 演習の方向： 

➢ 深掘り型よりも、まずは感想の共有（知ら

なかった／共通点があった等）など、学

びを言語化して共有する形式が現実的、

という意見も 

 

④ ピアサポーターとしての効果的なコミュニケーショ

ン技法 

⚫ 「効果的なコミュニケーション技法」という項

目名は、ノウハウ偏重に見えやすいため再検

討が必要ではないか、との指摘があった。 

⚫ 意図（利用者理解、協働・組織内コミュニケー

ションの在り方）に沿うよう、名称の工夫が必

要との意見。 

⚫ 「協働」は研修内で扱えるコマが限られる可

能性があり、この箇所での扱いが特に重要と

の意見があった。 

⚫ 他方で「利用者理解の深め方」を一つの型と

して提示しすぎると、たとえばソーシャルワーカ

ーなど専門職的な講義に寄る懸念もあり、ど

の程度まで示すかは追加議論が必要との整

理もなされた。 

⚫ 内容自体は重要だが、タイトル・配置を含めて

整理する。 

 

⑤ 働き続ける［活動を続ける］ために 

⚫ セルフマネジメント等の「個人の工夫」だけに

寄ることは避けたい、という指摘。 

⚫ 個人・職場（組織）・地域／社会の複数の軸

で考えられるようにする案が提示された。 

⚫ いくつかの自治体では、当事者の話の前に短

いオリエンテーション（視点提示）を入れると

理解が進んだという実例が共有された。 

 

⑥ ピアサポート活動を地域で続ける・交流する・広げ

るために 

⚫ 最終コマとして、今後の活動やつながりを考え、

研修の節目を共有できる場として意義がある、

という整理。 

⚫ 一方で、研修の本質は「支援の先にいる当事

者（利用者）の幸せ」に還元する人材育成で

あり、最後が「交流・拡大」に寄りすぎると研修

の緊張感や焦点がぼやける懸念も提示された 

⚫ 当事者が交流や活動づくりに主体的に関わる

視点を明示する必要が共有された 

⚫ この最終コマについては、ワークショップとして

おき、テーマ例を複数提示しておき、自治体ご

とに選んだり自分たちで設定できるようにして

おく。テーマ例； 

➢ 「地域で続ける／交流する／広げる」 

➢ 「支援の本質を深める」 等 

 

(4) シラバス案 

上記検討内容をもとに、フォローアップ研修_講座

計画（シラバス）（案）が作成された。その主たる内容

は以下である。また、シラバス案の全体像は、この報告

書の末尾に示す。 

 

1.位置づけ 

本研修は、基礎研修・専門研修を修了した者を

対象に、ピアサポート活動を「続ける」ことを支える

ための研修である。 

 

2.テーマ 

質の高いピアサポート活動の取り組みが続けら

れていくこと 

 

3.ねらい 

1. ピアサポーターが、実践の中で生じる葛藤や

課題を一人で抱え込まず、言語化し共有で

きるようになる 

2. ピアサポート活動を支える協働・組織のあり

方を理解し、実践に活かせるようになる 

3. ピアサポーターおよび管理者が、活動を「続

ける」ための工夫を自分の現場で考えられる

ようになる 

4. 地域においてピアサポート活動を継続・発展

させる視点を持つ 

 

4. 研修の流れ 

本研修では、ピアサポート実践の振り返りから始

まり、葛藤や課題の共有、多様な障害理解、協働の

あり方を経て、「働き続ける／活動を続ける」ための

具体的な視点を獲得し、最終的に地域での実践に
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つなげることを目指す。  

 

5. 受講対象者 

• 基礎研修、専門研修を修了している者 

※本研修は、ピアサポートに携わった、または関わっ

た経験を踏まえた学びを想定しているため、当該経

験を有することが望ましい（経験があることで、より

具体的な学びが期待される） 

 

６．フォローアップ研修 講座進行案 （合計 540分） 

 

＜実践の振り返りと共有＞  

1 ピアサポート研修の振り返りとフォローアップ研

修について （講義） (30分) 

2 ピアサポート活動の課題・葛藤や喜び（講義）

 （30分） 

3 ピアサポート活動の課題・葛藤や喜び（演習）

 （60分） 

 

＜理解を広げる＞ 

4 障害の多様性を学び支援に活かす（講義）

 （60分） 

5 障害の多様性を学び支援に活かす（演習）

 （50分） 

 

＜協働と組織＞  

6 協働や組織内コミュニケーションのあり方（講

義） (40分) 

7 協働や組織内コミュニケーションのあり方（演

習） (90分) 

 

＜継続する力＞  

8 「働き続ける／活動を続ける」ために（講義）

 (30分) 

9 「働き続ける／活動を続ける」ために（演習）

 （60分） 

 

＜地域での展開＞ 

10 ピアサポート活動を地域で続ける・交流する・

広げるために（演習） （60分） 

11 企画発表・研修総括（演習） (30分) 

 

それぞれの講座の内容やねらい、講座での到達目

標、実施方法や備考は、巻末のシラバス案内に記載し

た。 

 

 

E. 考察 

 本研究では、障害者ピアサポート研修のうちフォロー

アップ研修について議論を深め、研修シラバス案を作

成した。 

特に、フォローアップ研修が、ピアサポーターの専門

性を担保し高めると共に、質の高いピアサポート活動

が継続されていくための仕組みとなることを意識して

検討がなされた。また、フォローアップ研修については、

自治体により開催方法や内容、参加者数、参加率に

ばらつきがあることがわかっており、研修開催地の実

情に応じて演習の内容を選べるようにするなどの工夫

がなされた。 

 

F．健康危険情報 

無 

 

 

H．研究発表 

無 

 

 

I．知的財産権の出願・登録状況 

無 
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